
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省「情報化社会の新たな問題を考えるための教材」を活用した情報モラル教育カリキュラム（案） 赤井小学校～（赤井中学校）
＊学級活動、総合的な学習の時間、生活科、社会科、家庭科、道徳科などで年間２時間以上取り扱う
＊◎がついているものは、その学年で確実に授業を行う。また、○などは実態に応じて取り上げる。（○がついていないところも可）

タイトル 領域 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 中１ 中２ 中３
【教材１】 ネットゲームに夢中になると 〔ネット依存〕 ○ ◎ ○
【教材２】 身近にひそむネット依存 〔ネット依存〕 ○ ◎ ○
【教材３】 そのページ，確認しなくて大丈夫？ 〔ネット被害〕 ◎ ○
【教材４】 ネット詐欺などに巻き込まれないようにするために 〔ネット被害〕 ○ ○ ◎
【教材５】 軽い気持ちの ID 交換から 〔ネット被害〕 ◎ ○ ○
【教材６】 写真や動画が流出する怖さを知ろう 〔ネット被害〕 ○ ◎ ○
【教材７】 ひとりよがりの使い方にならないように 〔SNS 等のトラブル〕 ○ ◎
【教材８】 情報の記録性、公開性の重大さ 〔SNS 等のトラブル〕 ○ ◎ ○
【教材９】 SNS への書き込みの影響 〔SNS 等のトラブル〕 ◎ ○
【教材１０】 軽はずみな SNS への投稿 〔SNS 等のトラブル〕 ◎ ○ ○
【教材１１】 パスワードについて考えよう 〔情報セキュリティ〕 ◎ ○
【教材１２】 大切な情報を守るために 〔情報セキュリティ〕 ○ ○ ◎
【教材１３】 うまく伝わったかな？ 〔適切なコミュニケーション〕 ◎ ○
【教材１４】 コミュニケーションの取り方を見直そう 〔適切なコミュニケーション〕 ○ ◎
【教材１５】  SNSを通じた出会いの危険性 〔ネット被害〕 ○ ◎ ○
【教材１６】 スマートフォンやタブレットなどの使いすぎ 〔ネット依存〕 ◎ ○ ○
【教材１７】 スマートフォンや タブレットなどの利用マナー （SNS等のトラブル， 適切なコミュニケーション） ◎ ○ ○ ○
【教材１８】 著作物を 公開するためには （ネット被害， SNS等のトラブル） ○ ◎
【教材１９】  学習用タブレットの 上手な使い方 （情報セキュリティ） ◎ ○ ○ ○ ○ ○
【教材２０】  思ったままSNSに 送信しただけなのに （SNS等のトラブル， 適切なコミュニケーション） ○ ◎ ○

*今年度はまず、タブレットを渡す前に、全学年で【教材１９】を視聴してください。また、別紙のルールなども確認した上でタブレットを渡して使用開始をお願いします。

出典 情報化社会の新たな問題を考えるための教材

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416322.htm 

資料① 文部科学省「情報化社会の新たな問題を考えるための教材」を活用した情報モラル教育カリキュラム 



                   第６学年１組 特別活動（２）指導案 

                           令和３年７月１３日（火）５校時  

 

１ 題材名 「スマホ・タブレット・ゲーム・ネットの上手な利用方法」 

     学級活動（２） ア 基本的な生活習慣の形成 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

２ 題材について 

  （１）児童の実態 

○「ネット利用診断サービス*」のアンケートの結果（６月下旬）から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）題材設定の理由 

アンケート結果や保護者の声からインターネットやゲームの「やりすぎ」「依存」に

ついて取り上げることにした。依存にならないためにはどうしたらよいのかについて話

し合い、自分と自分の家庭でのルール作りを通して、基本的な生活習慣の形成や、心身

ともに健康で安全な生活態度の形成を目指していきたい。 

３ 事前の指導 

活動の場 児童の活動 指導上の留意点 資料 

総合の時間 
ネット利用診断サービ

ス 

現状を正直に記入するよう

に促す。 

ネット利用診断サ

ービス 

朝の会 
スマホ・ゲーム利用時間

アンケート 

現状を正直に記入するよう

に促す。 
アンケート 

４ 研究主題にせまるための手立て 

 ①事前アンケート・事後ワークシートの活用（家庭で必ず振り返り、実践を促す。） 

 ②動画教材の活用（疑似体験をすることで自分事として捉えられるようにする。） 

 ③「カード分類比較法」の活用（様々な考えをもって討論できる手助けとする。） 

*https://www.netmoral.net

資料② ７月１３日 指導案 

（略） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時 

（１）本時のねらい 

 日常の生活を振り返り、自己の現状に気づけるようにすると共に、スマホ・タブレット・ネット・
ゲーム依存のリスクを知り、けじめをつけて利用する態度を養う。 

 （２）本時の展開 

観点 児童の活動 指導上の留意点（○）と評価（☆） 資料他 

導入 １アンケート結果を確認する。 
◎ゲームやネットに費やしてい

る 時 間 が 多 い こ と を 確 認 す
る。 

◎約束が守れない人もいること
を知る。 

○ネットやゲームに使っている時間を可視
化し、伝わりやすくする。 

○家庭によって約束も違うことを確認する。 
○アンケート結果は匿名で取り上げ、個人が

特定されないようにする。 
 

ア ン ケ ー
ト結果 

展開 ２動画教材を視聴し、やめられ
なくなる理由を考える。 

◎問題点を考える 
・時間を守れない 
・朝、起きられない 
・学校で寝てしまう 
・宿題ができていない 
◎原因を考える 
・楽しい 
・友だちとやれる 
・自分に役割がある 
・レベルが上がると難しくなる 
・いつまでも終わりがない 
・どこでもできる 
 
 
 
 
３やりすぎ・使いすぎについて

話し合う。 
◎何時間からがやりすぎか（時

間）選択制 
 
◎どうなったらやりすぎか（状

態）並べ替え制 
 
４解決方法にはどんなことがあ

るか全員で話し合う。 
・タイマーをセット 
・終わりの時間をあらかじめ伝

える 

○児童から意見を引き出せるように、あらか
じめ「問題点」と「原因」について考えら
れるように示しておく。 

○「ネット依存」・「ゲーム依存」・「ゲー
ム障害」について取り上げ説明する。 

○やめられない原因には、「ゲーム側の要素」
と「人側の要素」が絡み合って起きている
ことを確認する。 

 
☆日常の生活や健康安全といった自己の生

活上の課題の改善に向けて取り組むこと
の意義を理解するとともに、そのために必
要な知識や行動の仕方を身に付けている。 

 （発言・ワークシート①） 
 
 
 
 
○「カード比較分類法」をグループで行い、

それぞれの考えの違いを確認すると共に、
理由も確認できるようにする。 

○友だちや他のグループでの分類の仕方が
異なることを知ることで、多様な考えを理
解できるように促す。 

○グループごとに話し合い、出た意見を全体
で共有できるようにする。 

○家庭によっても違うので、すぐには決定せ
ずに、おうちの人と話し合ってから決定す
るように伝える。 

○「オンライン学習」「調べ学習」などプラ
スの要素もあることを確認する。 

動画「情報
化 社 会 の
新 た な 問
題 を 考 え
る た め の
教材」 
教材① ゲ
ー ム に 夢
中 に な る
と…（導入
編） 
ワ ー ク シ
ート① 
 
 
 
 
 
カード 

まと

め 

５自分の解決方法を考え発表す
る。 

○ワークシートに自分の考えを書き、おうち
の人と相談してから、目標が決定する事を
伝える。 

○形骸化しないように定期的にチェックで
きるようにワークシートを工夫しておく。 

☆自己の生活上の課題に気付き、多様な意見
を基に、自らの解決方法を意思決定してい
る。（発言・ワークシート②） 

ワ ー ク シ
ート② 

６ 事後の活動 

 保護者と一緒に、各家庭でワークシートをもとにルール作りを行う。夏休み前にはそれぞれの家
庭のルールを発表し合い、意識して夏休みを過ごしていけるようにチェックしたり、励ましたりす
る。 
 夏休み明けにも守れたかどうかチェックを行い、振り返る機会を設定する。 

「 ネットやゲーム」 をやりすぎない、使いすぎないためにはどうしたらよいか考えよう。 

動画「情報化社会の新たな問題を考えるための教材」 
教材① ゲームに夢中になると…（導入編） https://www.youtube.com/watch?v=Aacn8oahPPc 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料③ ７月１３日 宿題ワークシート 児童用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料④ ７月１３日 宿題ワークシート 保護者解説用 



第６学年１組 特別活動（２）指導案 

                           令和３年１１月１９日（金）５校時 指導者 園部 博也 

 

１ 題材名 「楽しいコミュニケーションを考えよう」 

     学級活動（２） イ よりよい人間関係の形成 

２ 題材について 

 （１）児童の実態 

 

 

 

 

（２）題材設定の理由 

 それぞれに考えの「ちがい」があること。「表情や雰囲気がわからない相手とのやり

とりをすることで誤解が生まれやすい」という、ネットの特性。その二点を認識してい

けるようにしたい。その上でコミュニケーションを楽しいものにするために、相手にか

ける言葉をどうしていけばよいのか、どのようなことに気を付ければいいのかを考える

機会としたい。 

○資料・教材 

 

 

 

３ 事前の指導 

活動の場 児童の活動 指導上の留意点 資料・教材他 

総合の時間 
チャット体験 教師側からの規制は最低限

にする。 

Microsoft[teams] 

朝の会 
コミュニケーションアン

ケート 

現状を正直に記入するよう

に促す。 

アンケート 

Microsoft[forms] 

４ 研究主題にせまるための手立て 

 ①事前にチャット体験を行う。 

（疑似体験をすることで自分事として捉えられるようにする。） 

 ②「カード分類比較法」を活用する。（オクリンクの活用） 

（様々な考えをもって討論できる手助けとする。また、一人一人の考えの「ちがい」を意

識できるようにする。） 

③まとめの前にＬｉｎｅメッセージでのコミュニケーションの疑似体験を行う。 

 （自分で返信内容を真剣に考えることで、実生活にもその経験をつなげていけるようにす

る。） 

資料５ １１月１９日 指導案 

「楽しいコミュニケーション」を考えよう！悪口編（ＬＩＮＥ×静岡大学教育学部） 

https://line-mirai.org/ja/download/ 

（略） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時 

（１）本時のねらい 

 ネット上では「誤解」が生まれやすいことや、自分と相手の考え方に違いがあることに気づき、そ
れらを踏まえた上で自分の気持ちを上手に、相手に伝える方法を考えられるようにする。 

 （２）本時の展開 

観点 児童の活動 指導上の留意点（○）と評価（☆） 資料他 

導入 １アンケート結果を確認する。 
◎コミュニケーションの悩みは

ほとんどの人が感じたことが
あることを確認する。 

 

○アンケート結果を可視化し、捉えやすくす
る。 

○象徴的な出来事例を挙げ、コミュニケーシ
ョンの難しさに気づけるようにする。 

 
 
 

ア ン ケ ー
ト結果 
 

展開 ２コミュニケーションが必要な
ときを考える。（アイスブレイ
ク） 

◎からい食べ物といえば何？ 
◎夜 遅 い時 間と 言え ば何 時か

ら？ 
 
 
 
３やってみよう①あなたとみん

なの「イヤな言葉」 
◎５つのカードから自分が言わ

れ て 一 番 イ ヤ な 言 葉 を 考 え
る。 

 
 
 
４やってみよう②「おもしろい

ね」をどう伝える？ 
◎文字だけでのコミュニケーシ

ョンの危険性を考える。 
◎ネットの特性についてまとめ

る。 
 
 
 
 
５こんな時、どうする？「トラ

ブル対応」 
◎実際に怒った相手からの返信

にどう返すかを考える。 

○からい食べ物は比較的同じ意見になりや
すい。夜遅い時間は比較的異なる意見にな
りやすい。人や、家庭による「ちがい」が
あることを意識できるようにする。 

○グループごとにタブレットに記入しすぐ
に見せ合う（送り合う）ことで、ネットを
利用したコミュニケーションの利点にも
気づけるようにする。 

（全員の意見が瞬時に分かる。など） 
○まずはグループで話し合うことで全員が
話し合う機会を作る。そして全体で共有す
ることで「ちがい」が明確にあることを意
識できるようにする。 

○理由を考えられる児童には積極的に発表
できるよう声をかける。 

 
○はじめは言葉と表情、ジェスチャーなど、

言葉以外の情報も入れて伝え、その後「文
字だけ」「イラスト入り」と段階を踏むこ
とで、言葉以外の要素の重要性に気づける
ようにする。 

☆日常の生活や健康安全といった自己の生
活上の課題の改善に向けて取り組むこと
の意義を理解するとともに、そのために必
要な知識や行動の仕方を身に付けている。 

 （ワークシート①②） 
 
○実際に会話のやりとりを疑似体験するこ

とで自分事として捉えられるようにする。 
○誤解を招きやすい表現を取り上げ、次につ

なげる。（１時間もすごいね！など） 
○返信内容を話し合い、返信内容を発表する 

資料・教材 
「 楽 し い
コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ
ン」を考え
よ う ！ 悪
口編（ＬＩ
Ｎ Ｅ × 静
岡 大 学 教
育学部） 
 
カード 
（ オ ク リ
ンク） 
 
 
ワ ー ク シ
ート① 
 
ワ ー ク シ
ート② 

まと

め 

６「楽しいコミュニケーション」
にしていくために気をつける
ことを考え発表する。 

 

○今日学んだことや今後気をつけていきた
いことを個人で考える時間も十分に確保
する。 

☆自己の生活をよりよくするために、他者と
協働して自己の生活上の課題の解決に向
けて粘り強く取り組んだり、他者を尊重し
てよりよい人間関係を形成しようとした
りしている。（発言・ワークシート②） 

ワ ー ク シ
ート② 
 
 

６ 事後の活動 

・おうちの人にも知らせることで、自己の理解を深め、保護者を含め、家庭でも気をつけられるよう
にしていく。 

・実際に誤解を生まないようにするにはどうしたらよいのか考えてからメッセージを送ったか、に
ついてワークシートなどでエピソードを聞き、紹介していく。（ワークシート③） 

「 楽しいコミ ュニケーショ ン」 をしていく ためにはどうしたらよいのだろうか。 

「ちがい」があり、お互いに
理解しようとするとき。 

言われてイヤな言葉は人に
よってちがう。 

相手の表情や雰囲気がわか
らないので誤解が生まれや
すい。 



 

 

 

資料６ １１月１９日 宿題ワークシート 


